
食　品　衛　生　ニ　ュ　ー　ス 【通巻65号(第8巻号外２)】
２０２6年５月

　 　令和８年３月２５日、厚生労働省　厚生科学審議会（食品衛生監視部会）において報告されました令和７年
食中毒発生状況について、概要を説明いたします。

１　令和７年食中毒発生状況
　　食中毒事件数は１，１７２件で、前年に比べ１35件増加し、患者数は2４，7２7人（死者２人含む）で前年に比べ

　１０，４９８人増加しました。令和７年の大規模食中毒（５００人以上）の事例は、「仕出屋で製造提供された弁当」

　の２件でした。死者の報告された食中毒事例は２件で、細菌（腸炎ビブリオ）と自然毒（植物性自然毒）でした。

都道府県 発病年月日
原因施設
種別

原因食品名
病因物質

種別
患者数 死者数 接食者数 死者年齢

1 一宮市 2025/1/30 仕出屋
不明（１月３０日～２月１日までに

製造された弁当）
ノロウイルス
（ウイルス）

769 0 1,805 ‐

2 兵庫県 2025/2/8 仕出屋
令和７年２月８日（土）に提供され

た弁当
ノロウイルス
（ウイルス）

2,307 0 4,832 -

1 旭川市 2025/8/25 仕出屋
令和７年８月２５日（月）に原因施
設で調理し、提供された弁当

腸炎ビブリオ
（細菌）

144 1 692 男：６０～６９歳

2 岡山県 2025/6/28 家庭 イヌサフラン
植物性自然毒

（自然毒）
1 1 1 女：７０歳～

２　原因施設別食中毒発生状況
　　原因施設が判明した事例のうち、事件数では飲食店が６５８件（前年より１１０件増加）と一番多く、次いで、不明
　１８７件、家庭８５件、事業場５１件、旅館５０件、販売店４５件の順となりました。
　　患者数においても、飲食店が１１，７２４人（前年より３，０６８人増加）で最も多く、次いで、仕出屋6,146人、旅
　館１，９２２人、製造所１,４０７人、事業場1,３１５人、不明７０３人の順となりました。

３　病因物質別食中毒発生状況（TOP３）
　　病因物質別に見ると、事件数が最も多かったものはノロウイルス４62件（前年より１８６件増加）、次いで、
　アニサキスの２80件（同50件減少）、カンピロバクターの２２０件（同１２件増加）となりました（前年はアニサ
　キス、ノロウイルス、カンピロバクタ―の順）。
　　患者数は、ノロウイルスが最も多く１８，５６６人（前年より９，９１０人増加）で、全体（２４，７２７人）の　75．1％
　を占めています。 （参考資料　令和８年３月２５日　厚生労働省　厚生科学審議会（食品衛生監視部会）食中毒発生状況より抜粋）
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